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かほく市社会福祉協議会広報誌

2017Nn32 みんなで築く地域福祉のまちづくり

一 EF >f.-

今回の内容 E
2 会費のお礼と緩告

2 か広〈市社会福祉悔磁会平成28隼度決算顎告

3 姐つ得摘穏「レクリエ シヨン局員のご紹介」

3 8;ん慈元気で鱒いていまザ! (各団体の活動組告〉

4 ポランテイ?活動「あおし相手ポランテイ?養成脇座」

5 ポラッティ?構穏 fジユ二?ポランティ?ザークル 1

5 ボランテイアグ" プ溜介「新蔵官美男一座」

6 くらし再建笠，.センターかほく



平成28年度かほ〈市社会福祉協議会

鐙強伎鑑
平成28 'f-1笠もたくさんのみなさまにご協力を蹴り 即〈お礼巾し上げます.

また、町会長 区民さまをはじめ、会l1l}mにあたりご凶カいただきました聞係荷のみなさまに、

心から仰〈お礼申し上げます.今年度も引き鋭き‘払ども祉協の活動 会民会貨の"'''に何とぞ
ご鈴阿いただき.終}JIJのご協力をいただきますよう よろし〈お願い巾し 10げます.

平成2

.会

，..度実繍

費総領 一般会費(市民会員〉 2 ， 297千円

2 ，640千円 特別会費(有率の方 88名) 93千円

用用途:噂位千円)
賛助会費 (25の企議団体〉 250千円

4，脚!!.........J 脳協 卜2qI~ow
飾路纏糾ヨ号齢'ー , 御率齢1

社悩だより罪行 ボランティア活動
ホームページ還省 各櫨餐成概鹿

ボランティア研修

.活

社会福祉大会

住民窟験会

制陸剃縄髄研修会皿か

.地緩福祉司区東の司前例紹介

ボランティア入門脇盆 障がい者交沼 ボランティア後成踊座
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" 1コミュニケーショシ繍慶」
概師石川県立看複大学武山雅志氏

2) rH!知症高齢者の支媛について」

鴎師社会福祉法人眉丈会介厳罰畏

松本綾子氏

"I 良い驚き手になるために~傾聴の萎窓 -J
繍師ー般財閥法人メンタルケア悩会

板尻他埠子氏

4) ①社会福祉法人芙審会晴別養掻老人ホーム

ことぷき固での活動体駿

骨活動者からのメッセージ

申ボランティア活動同遺志について

主I zJと Jz:JiJzJ劃劃 つなごうボランティア広げようまちづ〈り

回..A.._ .......お話し相手(傾聴) if-ランティア養成講座

今"肢もお話し相手ボラ Jティア養成調肢を開催し、 「筒齢者の心に鳴り添い お縮しを

聡<J ということについて学びました.今年院は かほ〈市長舟介境保のいきいきシェア沼

動推進 1!'m と共般で開催し l'.nl!m 節 2回はボランティア入門織腕の位出づけで、単線受

舗も可能としました.

高齢者の孤独感や不安をやわらげ

るお手伝いをするのが この「お鱈

し相手ボランティア J です.おひと

り暮らしの方 日中独居の方純段

へ入所されている方など お話し相

手を必要としている方の環演は様々

です.まだまだ刷染みが薄いかもし

れませんが、お窓し相手ボランティ

アを必要とされる方が身近においで

ましたら、 度か lまく市社会福祉協

機会までご梱鮫ください.

6121 第 1 図

「コミュニケーンヨン陽座』

7/5 第 3 回 「良い聴き手になる

ために~傾聴の基本 -J

7/12 第 4 固

お話し相手ボランティア活動風景
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唱酔 日l
日帽2接関札、合わ宅金タ引 くらし再建支銀センターかほく制民市週場口~・地問剛志〈市社舎循祉飽鳳金剛

倉 076-285-8885 1J-盆(休日毎烹写鎗を除く"時均分-"崎"分

菰沼郡マ将軍嘉烹7現粛軍主主語掘調府開官師岡町宮

次の};から侃i祉防II にとど市附いただきました. (順不同)

.布内陸名 1名 .金図勉織

.かほ <iiiまつり実行霊員会機

次の);からプルタプの収集=ご協 J いただきました.

.芹Uクりエイティプサービス様式会社機

ほ泊代世%の相遣のみ必さまから プルタチヰ嚇1.111挑み吹 To，側H前みインクカートリッジの収銀にご協力も注だきました

I畑町I'P¥Qilillく片山I帥別問町田開旧制ζ町山間同副知・
社金福有量3主人rnJm祖~凶1昼金 r:'J~，置」軍省しτいます .
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